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2008年度「国際協力法特論（国際経済法）」 
進行予定・報告準備に関する補足説明 

 
I. 補足説明 
 
 履修登録いただいた方に、講義の進行予定について、シラバスを補足修正した

上で以下の通りご説明します。ご質問・ご意見や分担の割り振りに関するご希望

は、遠慮なく小林（ e-mail: kobayashi@res.otaru-uc.ac.jp; 研究室電話 : 
0134-27-5380）までお知らせください。 
 講義の前半は、WTO 協定に関する総論部分について講師が解説します。細か
い知識を身につけることより、WTO という国際制度がどのような特色を有し、
どのように機能しているのか、その全体像を把握することに重点をおきます。総

論の講義資料は 7月初めまでに配布します。 
 講義の後半には、履修者の皆さんに、講義資料や下記の参考資料などを適宜利

用しつつ、ドーハ・ラウンド（DDA）交渉のそれぞれ担当する分野について報告
していただきます。報告は 2 名で共同して行い、30-40 分程度を目安にして下さ
い。それを基にして、実際の交渉をイメージしつつ参加者全員で討論します。最

終試験は行いませんので、報告が 70％、出席及び討論での貢献度が 30％の割合
で成績評価を行います。 
 報告を準備するにあたって期待されるのは、(1) 自分の担当分野における主要
な争点が、既存の WTO 協定の規律のどの部分とどのように関係するのか整理す
ること（参考資料参照；総論講義資料でも示します）、(2) 上記(1)で整理した論点
について、どのような WTO 加盟国がどのような背景・利害からどのような主張
をしているか要約すること（参考資料参照）、及び、(3) 上記(2)で要約したさまざ
まな主張が WTO 体制や WTO 加盟国間の権利義務関係のバランスにどのような
影響を与えるかについて自己の見解を述べること、の 3点です。むろん、各分野
についての専門的な知識をあらかじめ要求するものではありません。上記(2)の点
に重心を置いて調査した上で、ご自分の意見を述べていただけば十分です。 
 各論として取り上げる 7 分野の報告担当者は、6 月中に TA を通じて調整しま
す。 
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II. 進行予定 
 
（総論についての講義） 
1. 国際機構としてのWTO    [5日 2限] 
2. 進化し続けるWTO（紛争処理手続とラウンド交渉） [5日 3限] 
3. GATT/WTOの基本原則(1)（市場アクセスの改善） [5日 4限] 
4. GATT/WTOの基本原則(2)（差別の禁止）  [6日 2限] 
5. 個別分野の特別規則(1)（貿易救済措置）  [6日 3限] 
6. 個別分野の特別規則(2)（SPS/TBT措置）  [6日 4限] 
7. 個別分野の特別規則(3) （サービス・知財・投資） [6日 5限] 
（各論についての報告）   
8. 農産品市場アクセス     [7日 2限] 
9. 非農産品市場アクセス     [7日 3限] 
10. サービス貿易      [7日 4限] 
11. ルール（アンチダンピング・補助金・地域貿易協定） [7日 5限] 
12. 開発・貿易円滑化     [8日 2限] 
13. 知的財産権      [8日 3限] 
14. 貿易と環境      [8日 4限] 
（総括） 
15. 総括的討論：DDA交渉が成功/失敗するとどうなるか [8日 5限] 
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III. 参考資料 
 
1. 「テキスト」 
 
(1) WTO・ドーハ開発アジェンダ交渉（WTO） 
 http://www.wto.org/english/tratop_e/dda_e/dda_e.htm
 
(2) 外務省経済局国際貿易課『WTO早わかり Q&Aブック』（外務省） 
 http://www.mofa.go.jp/mofaj/press/pr/pub/pamph/wto_qa.html
 
(3) 『2008年版不公正貿易報告書』（経済産業省） 
 http://www.meti.go.jp/report/data/g80508a01j.html
 
2. 「参考書・参考資料等」 
 
(1) WTO協定集 [英文]（WTO） 
 http://www.wto.org/english/docs_e/legal_e/legal_e.htm
 
(2) WTO協定集 [和文]（経済産業省） 
 http://www.meti.go.jp/policy/trade_policy/wto/wto_agreements/index.html

 
(3) 世界貿易機関（WTO）（外務省） 
 http://www.mofa.jp/mofaj/gaiko/wto/index.html
 
(4) 世界貿易機関 World Trade Organization （財務省） 
 http://www.mof.go.jp/jouhou/kanzei/wto/wto.htm
 
(5) ドーハ・ラウンドとは（経済産業省） 
 http://www.meti.go.jp/policy/trade_policy/wto/negotiation/doha/doha-roun

d.index.html
 
(6) WTO交渉コーナー（農林水産省） 
 http://www.maff.go.jp/wto/
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